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令和４年度 第２回北広島市商工業振興審議会会議録 

日 程 令和 4年 9月 13日（火） 

場 所 ４階 会議室４C 

出 

席 

者 

委員 

（5名） 

河西邦人委員、藤山康雄委員、山田久俊委員、丹野司委員、 

長島博子委員 

事務局 経済部長 及川浩司、観光振興課長 橋本征紀、 

商工業振興課長 林睦晃、商工業振興課主査 勝谷亜美、 

商工業振興課主事 山田健斗 

傍聴者 － 

議事 

1. 議事 

（1）審議事項 

【審議第 1号】第 2期北広島市商工業振興基本計画の素案について  

配布資料 
・ 資料１ 第 2期北広島市商工業振興基本計画(素案)の構成について 

・ 資料２ 第 2期北広島市商工業振興基本計画(素案) 
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1. 議事 

（1）審議事項 

【議案第 1号】第 2期北広島市商工業振興基本計画の素案について 

 

 ＜質疑応答・委員からの意見等＞ 

委員 新型コロナウイルス感染症に加え、ロシア軍のウクライナ侵攻に伴う原油価

格及び物価高騰が問題となっているが、今回の第２期計画に盛り込む予定はあ

るか。 

また、企業の誘致について、基本施策において、道内有数の地理的優位性を

生かした誘致活動、北海道ボールパーク Fビレッジの開業による地域振興策、

情報通信事業等の分野を含めた幅広い企業誘致とうたっているが、この 3つに

ついて、今後の産業構造をどのように描いているのか。 

次に現在、工業団地の土地が売り切れている一方で土地の価格高騰により、

新たな企業の誘致が難しくなっている。今後、優良企業を誘致するためには工

業団地などを造成し、新たな土地を提供していく等、計画に盛り込んでいく必

要はないのか。 

 

事務局 新型コロナウイルスは、終息の目途が立っていないことから、継続性のある

問題として計画上に位置づけている。原油価格及び物価高騰についても、次期

計画の策定までに、終息の目途が立たないと判断すれば、同様に計画に盛り込

んでいこうと考えている。 

地理的優位性を生かした誘致活動について、工業団地を一例に挙げると、札

幌市に隣接しており、道央自動車道のインターチェンジが近くにあること、さ

らに苫小牧と石狩の港の中間地に位置していることなどから、物流・運輸関係

の立地が進んでいる。このような北広島市の立地、地形を生かした誘致活動も

強みの 1つとして考えている。 

ボールパークに関連する地域振興策については、新球場、新駅を含めた周辺

施設への誘致に向け、引き続き情報収集を行いながら、積極的に働きかけてい

きたいと考えている。 

情報通信事業等の誘致については、まとまった土地がなくても進出できるよ

うなケースもあるため、ニーズの把握と立地場所の検討等も必要になってく

る。現状では工業団地以外で市所有地が少ないため、民間が所有している土地

の活用、遊休地といわれるものも含めて誘致を進めていきたいと考えている。 

新たな工業団地の開発については、総合計画・都市計画マスタープランに位

置づけされていることから、継続して検討しているところである。土地の価格

についても誘致を進める上での必要な検討事項であることから、企業のニーズ

を把握しながら価格についても検討していきたいと考えている。 
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委員 まず、令和 3年度は市内の事業所数が減少しているが、新型コロナウイルス

の影響が大きいということか。 

次に雇用の確保について、外国人雇用に積極的でない事業者が多いが、事

業者の外国人労働者に対するイメージを改善するための方法はないか。 

最後に中高年の雇用について、親の介護などで労働条件が制限されており、

働き口が見つからない中高年の方が一定数いるという話を伺ったことがある。

人材不足が叫ばれている中で、そういう方々の就業機会を増やす支援制度をぜ

ひ作っていただきたい。 

 

事務局 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

委員 

 

 

 

事務局 

 

具体的な倒産理由は明記されていないため、推測となってしまうが、新型コ

ロナウイルスの影響も関連しているのではないか考える。 

外国人雇用拡大に向け、国では在留資格の改正等を行っているところであ

り、当市の役割としては、市内事業者の皆様に外国人雇用制度の内容や手続き

方法の周知を徹底することが重要であると考えている。外国人労働者に対して

のイメージを改善するためにも、正確な情報を伝えていきたいと考えている。 

中高年の就業機会の充実については、市内には地域職業相談室「ジョブガイ

ド北広島」というハローワークと連携した職業紹介・職業相談の施設があり、

また、来年からは北広島駅前へ移転することとなったため、改めてハローワー

クとの連携を強化しつつ、就業機会の拡大につながるような取組を行っていき

たいと考えている。今回いただいた意見を参考にさせていただきたい。 

 

ボールパークが開業して全国から北広島市に注目が集まっている中、様々な

地域資源がある北広島市の地域ブランドを PR するシティセールスや情報発信

が必要ではないか。 

 

情報の発信について、まずは市民の方に市内事業者を知っていただくため、

市民向けの市内事業者の PR 事業を実施している。今後は市外に向けた情報発

信も重要であることから、地域ブランドとして何を PR するか整理しながら、

積極的な市外・道外への発信というのも考えていく必要があると考える。 

 

委員 カーボンニュートラルについて、国として 2050 年までに温室効果ガスの排

出量 0にする目標が掲げられているが、これについての市の見解はいかがか。      

また、今後の方針は本計画に盛り込んでいくのか。 

 

事務局 市民環境部が中心となり、複数部署から職員を集め、検討しているところで

ある。考え方がまとまり次第、その内容に応じた商工業振興基本計画への盛り

込み方が見えてくると思うが、現段階で第 2期計画に盛り込むのは難しいと考
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える。令和 7年度を目途に計画見直しのタイミングがあるため、それまでに内

容を精査し、途中から盛り込むということは可能ではないかと考える。 

 

2.表決について 

 審議事項「【議案第 1号】第 2期北広島市商工業振興基本計画の素案について」は、出席

委員 5名のうち、賛成 5名、反対なしで承認された。 

 

3. 閉会 

 

 

 

 


